




要約 

ウィルソン病は,放置されれば肝硬変,錐体外路症状,知能低下を呈する予後不良な疾患で

ある。しかし,早期に D-ペニシラミンなどキレート剤を投与することにより発症予防が可

能であり,治療可能な代謝異常症として注目されている。また血液中のセルロプラスミン値

を指標としたスクリーニング法が開発されマススクリーニング実施への期待が高まってい

る。今回我々は,北川らの開発した ELISA 法を用いて濾紙血液中のセルロプラスミン値を測

定し,検体の保存条件に関して次のような結果を得た。①濾紙血液は十分乾燥した後に保存

する必要がある。②長期間(48時間以上)室温に保存すると濾紙血液中のセルロプラスミン

値は漸減する。③高温条件(37℃)に放置するとセルロプラスミン値は急速に低下する。④

凍結融解が繰り返されるとセルロプラスミン値は低下する。 

以上の結果より,濾紙血液中のセルロプラスミン値は保存条件に影響を受けやすく,濾紙血

液の保存,輸送に関しては一定の条件設定が必要であると考えられた。 
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